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	家庭科　共に生きる地域での生活 　家庭科の学習では、６年間お世話になった学校のためにできることを考え、関係する先生方に協力を依頼し、実施しました。６つのグループに分かれ、廊下の壁のテープ剥がし、昇降口の掃除、図書館の環境整備、各教室の救急セットの補充などを行いました。短い時間でしたが、学校への感謝を込めて熱心に作業を進めていました。
	6年生を送る会 　６年生を送る会では、在校生・保護者の方々に「これまでの感謝とこれからの決意」を伝えようという想いで、「これからの自分」の発表と合奏「明日も」の演奏をしました。一ヶ月、寸暇を惜しんで練習に励んできた全てを出し切り、会場の方々の胸に響く発表ができたことで、子どもたちは達成感にあふれ、クラスとしてもまた一つ大きく成長した６年生を送る会となりました。
	未来くる先生 ふれ愛事業 　元ブラインドサッカー元日本代表の加藤健人さんを迎え、特別授業を実施していただきました。音だけを頼りにドリブルをしたり、ボールの転がる場所に検討をつけダッシュしたりするプレーを目の当たりにし、大きな歓声や拍手が湧きました。ブラインドサッカーを通して、「何事もまずはやってみること」「相手の立場になって考えること」「諦めずに努力を続けること」「前向きに行動すること」の大切さを多くの子どもたちが再確認することができました。

